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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　総製剤の重量％で特記しない限り100％活性物質として：
　a)約0.2～約15.0％のクロチアニジン；
　b)メトコナゾール；
　c)メタラキシル；
　d)約0.1～約0.45％の少なくとも1の櫛状分岐グラフトコポリマー、ここで該櫛状分岐グ
ラフトコポリマーは、アクリル酸、メタクリル酸、アクリレート、メタクリレート、メチ
ルメタクリレートポリマー骨格と、この骨格から伸張する親水性ポリエチレングリコール
（PEG）分岐を有する；
　e)約0.5～約2.5％の少なくとも1のポリビニルアルコール（PVA）；
　f)約25％のプロピレングリコールとヘキシレングリコールの混合物；
　g)約0.1～約0.3％の少なくとも1の保存剤（供給されたまま）；
　h)約0.1～約2.0％の少なくとも1の陰イオン界面活性剤；
　i)約0.1～約0.25％の少なくとも1の有機増粘剤；
　j)約0.1～約0.25％の少なくとも1の非イオン性湿潤剤；
　k)約0.1～約5.0％の少なくとも1のポリマーエマルジョン（供給されたまま）；および
　l)水
を含む水性種子処理製剤であって、「約」は各値の±10％の範囲を示すものとする、製剤
。
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【請求項２】
　PVAが水中の24％PVA溶液として加えられる請求項1記載の製剤。
【請求項３】
　増粘剤がキサンタンガムである請求項1または2記載の製剤。
【請求項４】
　ポリマーエマルジョンがエチレンビニルアセテートコポリマーである請求項1～3いずれ
か一項記載の製剤。
【請求項５】
　さらに少なくとも1の消泡剤、スリップ剤、または着色剤を含む請求項1～4いずれか一
項記載の製剤。
【請求項６】
　消泡剤がプロピレングリコール中の50％テトラメチル-5-デシン-4,7-ジオール溶液であ
る請求項5記載の製剤。
【請求項７】
　スリップ剤がワックスエマルジョンである請求項5または6記載の製剤。
【請求項８】
　着色剤がピグメントレッド48：2である請求項5～7いずれか一項記載の製剤。
【請求項９】
　総製剤の重量％で特記しない限り100％活性物質として：
　a)約0.35％の少なくとも1の櫛状分岐グラフトコポリマー、ここで該櫛状分岐グラフト
コポリマーは、アクリル酸、メタクリル酸、アクリレート、メタクリレート、メチルメタ
クリレートポリマー骨格と、この骨格から伸張する親水性ポリエチレングリコール（PEG
）分岐を有する；
　b)約1.2％の少なくとも1のPVA；
　c)約0.14％の少なくとも1の保存剤（供給されたまま）；
　d)約0.4％の少なくとも1の陰イオン界面活性剤；
　e)約0.14％の少なくとも1の有機増粘剤；
　f)約0.176％の少なくとも1の非イオン性湿潤剤；
　g)約0.10％の少なくとも1の消泡剤（供給されたまま）；
　h)約0.75％の少なくとも1のスリップ剤；
　i)約3.00％の少なくとも1のポリマーエマルジョン（供給されたまま）；
　j)約10.0％の少なくとも1の着色剤（供給されたまま）；および
　k)合計100重量％とするための製剤のバランス剤としての水
を含み、「約」は各値の±10％の範囲を示すものとする、請求項1記載の製剤。
【請求項１０】
　総製剤の重量％で特記しない限り100％活性物質として：
　a)約1.0～約12.0％のクロチアニジン；
　b)約0.2～約4.0％のメタラキシル；
　c)約0.1～約2.0％のメトコナゾール；
　d)約0.1～約0.45％の少なくとも1のグラフトコポリマー；
　e)約0.5～約2.5％の少なくとも1のポリビニルアルコール（PVA）；
　f)約25％のプロピレングリコールとヘキシレングリコールの混合物；
　g)約0～約0.3％の少なくとも1の保存剤（供給されたまま）；
　h)約0.1～約2.0％の少なくとも1の陰イオン界面活性剤；
　i)約0～約0.25％の少なくとも1の増粘剤；
　j)約0～約0.25％の少なくとも1の湿潤剤；
　k)約0～約0.3％の少なくとも1の消泡剤（供給されたまま）；
　l)約0～約2.0％の少なくとも1のスリップ剤；
　m)約0～約5.0％の少なくとも1のポリマーエマルジョン（供給されたまま）；
　n)約0～約15.0％の少なくとも1の着色剤（供給されたまま）；および
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　o)合計100重量％とするための製剤のバランス剤としての水
を含む水性有害生物防除製剤であって、「約」は各値の±10％の範囲を示すものとする、
製剤。
【請求項１１】
　総製剤の重量％で特記しない限り100％活性物質として：
　a)約3.01％のクロチアニジン工業級（97.5％活性成分）；
　b)約0.907％のメタラキシル工業級（97.0％活性成分）；
　c)約0.454％のメトコナゾール工業級（97.0％活性成分）；
　d)約0.35％の少なくとも1のグラフトコポリマー；
　e)約1.2％の少なくとも1のPVA；
　f)約0.14％の少なくとも1の保存剤（供給されたまま）；
　g)約0.4％の少なくとも1の陰イオン界面活性剤；
　h)約0.14％の少なくとも1の増粘剤；
　i)約0.176％の少なくとも1の湿潤剤；
　j)約0.10％の少なくとも1の消泡剤（供給されたまま）；
　k)約0.75％の少なくとも1のスリップ剤；
　l)約3.00％の少なくとも1のポリマーエマルジョン；
　m)約10.0％の少なくとも1の着色剤（供給されたまま）；および
　n)合計100重量％とするための製剤のバランス剤としての水
を含む水性有害生物防除製剤であって、「約」は各値の±10％の範囲を示すものとする、
請求項10記載の製剤。
【請求項１２】
　以下を含む請求項11記載の製剤の製造方法：
　a)増粘剤プレミックスを調製し；
　b)メトコナゾールとメタラキシルの混合物を調製し；
　c)クロチアニジンスラリーを調製し；そして
　d)増粘剤プレミックス、メトコナゾールとメタラキシルの混合物、およびクロチアニジ
ンスラリーを混合する。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、米国特許出願No. 13/328,643（2011年12月16日出願）の利益を主張し、米国特
許No. 8,232,229として2012年7月31日に発行された米国特許出願No. 12/326,309（2008年
12月2日出願）の利益を主張し、米国仮出願No. 60/991,969（2007年12月3日出願）、60/9
91,976（2007年12月3日出願）、および60/991,985（2007年12月3日出願）の利益を主張す
る米国特許出願No. 13/774,372（2013年2月22日出願）の利益を主張する。上記参考出願
の開示は本明細書の一部を構成する。
【０００２】
　本発明は、一般的には、植物繁殖体を有害生物の攻撃から保護する水性種子処理製剤に
関する。
【背景技術】
【０００３】
　種子や他の植物繁殖体を有害生物防除製剤（pesticide formulation）で処理すること
はよく知られている。殺虫剤（insecticide）と殺菌剤（fungicide）は種子を有害生物か
ら保護するために土壌中の植物の発育の初期段階から種子に適用される。典型的には粉末
水和剤（wettable powders）と水性流動剤（aqueous flowables）の2種類の有害生物防除
製剤が用いられる。
【０００４】
　市販の種子処理製剤は、それらを適切に適用しまたは大量の種子を処理するために特別
な装置が必要である。種子処理装置（シードトリーター（seed treater））は、市販の製
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剤を混合して有害生物防除剤をスラリーにする。シードトリーターの例には、Gustafson 
Accu-Treat（登録商標）RH-24、Accu-Coat（登録商標）HC 3000などが含まれる。市販の
有害生物防除製剤は、通常、濃厚懸濁液として製剤化される。シードトリーターは、展着
剤、結合剤、ポリマー、および/または着色剤を有害生物防除剤スラリーに添加して取扱
いと安全性を改善するのにも用いられる。添加剤は粉塵を減らし、着色剤は農作業者に薬
品処理に対する注意を喚起する。
【０００５】
　種子適用に用いることができる種子当たりの添加物数と有害生物防除剤量は市販種子処
理装置を用いて利用可能なコーティングおよび乾燥技術に制限される。各作物が吸着でき
る液体は限られており、それを越えると、種子を種子処理装置や植栽装置中で適切な乾燥
および/または処理ができない。
【０００６】
　さらに、多くの既存製剤は高濃度の低分子量（LMW）界面活性剤を含む。該LMW界面活性
剤は、典型的には、有害生物防除剤の分散を安定化し、トリーターで扱いやすい安定に注
入可能な懸濁液を提供するために添加される。LMW界面活性剤に関連した問題の一つは、
種子のストレスを増加することが知られており、発芽を減少させうることである。
【０００７】
　さらに、比較的水溶性が高く、および/または融点が低いある種の有害生物防除剤では
安定な水性製剤が容易に得られないことが知られている。メタラキシル（工業級、mp 63
～72℃、水溶性8400 ppm）はそのような薬品の一つである。メタラキシルの安定な水性懸
濁製剤を得ることは、薬品が再結晶するのを防ぐよい方法がなく、保存中に物理的に不安
定であるため非常に困難である。
【０００８】
　有害生物防除剤、ポリマー、着色剤、および他の添加剤のその場限りの混合物（ad hoc
 mixtures）を用いることの別の問題は、種子に望む量の有害生物防除剤と添加剤を沈着
させて乾燥するには複数の適用が必要であることである。複数の適用は適切な付着に必要
である。
【０００９】
　時間がかかるのに加えて、これら適用混合物の安全性はしばしば不明で問題がある。し
ばしば、タルクなどの増量剤が、植物毒性を減らし、または種子の乾燥および取扱い特性
を改善するのに必要である。結果として、取扱いが難しく、種子処理の生物学的効率が低
下する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　シードトリーターにより種子に有害生物防除剤を付着させ、適用混合物にさらに結合剤
やポリマーを加える必要がない、すぐに使える有効な無植物毒性の包括製剤が当該分野で
依然として求められている。理想的にはそのような製剤は、増量剤やブロッキング防止粉
末剤を用いることなくワンパス適用で連続フローで加工することができる。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
（発明の要約）
　本発明は、a）少なくとも1の有害生物防除剤；b）少なくとも1のグラフトコポリマー；
c）少なくとも1のポリビニルアルコール（PVA）；およびd）少なくとも1の可塑剤を含む
水性種子処理製剤を提供する。ある態様において、該有害生物防除剤にはクロチアニジン
、メトコナゾール、およびメタラキシルが含まれる。
【００１２】
　ある態様において、本発明は、a）約0.2～約15.0％の少なくとも1の有害生物防除剤；b
）約0.1～約0.45％の少なくとも1のグラフトコポリマー；c）少なくとも1のポリビニルア
ルコール（PVA）；およびd）約5.0～約30％の少なくとも1の可塑剤を含む（すべてのパー
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センテージは、総製剤の重量％で100％活性物質の％として示す）。
【００１３】
　別の態様において、グラフトコポリマーはTersperse（登録商標）2500（35％水溶液）
でありうる。
【００１４】
　さらに別の態様において、PVAはSelvol（登録商標）24-203（24％水溶液）でありうる
。
【００１５】
　別の態様において、液体可塑剤は、プロピレングリコールまたはヘキシレングリコール
でありうる。さらなる態様において、可塑剤はプロピレングリコールとヘキシレングリコ
ールの混合物でありうる。
【００１６】
　別の態様において、固体可塑剤は液体可塑剤と組み合わせて用いることができる。適切
な固体可塑剤には、トリメチロールプロパン、ソルビトール、尿素、またはそのあらゆる
組み合わせが含まれる。
【００１７】
　さらなる態様において、該製剤は、保存剤、陰イオン界面活性剤、増粘剤、湿潤剤、消
泡剤、スリップ剤、ポリマーエマルジョン、または着色剤などのさらなる成分を含むこと
ができる。
【００１８】
　ある態様において、保存剤は、5-クロロ-2-メチル-4-イソチアゾリン-3-オンおよび2-
メチル-4-イソチアゾリン-3-オン水溶液、例えばKathon（登録商標）CG/ICPでありうる。
【００１９】
　別の態様において、陰イオン界面活性剤はラウリル硫酸ナトリウム、例えばStepanol（
登録商標）WA-Extra（30％水溶液）でありうる。
【００２０】
　別の態様において、増粘剤はキサンタンガム、例えばKelzan（登録商標）CCでありうる
。
【００２１】
　別の態様において、湿潤剤はTersperse（登録商標）4894でありうる。
【００２２】
　さらに別の態様において、消泡剤はSurfynol（登録商標）104PG-50またはDow Corning 
Antifoam FG-10またはその2つの組み合わせでありうる。さらなる態様において、Surfyno
l（登録商標）104PG-50が好ましい。
【００２３】
　別の態様において、スリップ剤はMichem（登録商標）Lube 156PまたはMichem（登録商
標）Lube 156PFP（25％水中エマルジョン）でありうる。
【００２４】
　ある態様において、着色剤はSunsperse（登録商標）Red 48：2でありうる。
【００２５】
　ある態様において、ポリマーエマルジョンは、エチレンビニルアセテートコポリマー、
例えばDur-O-Set（登録商標）E-200でありうる。
【００２６】
　別の態様において、水性有害生物防除製剤は以下のものを含みうる（総製剤の重量％で
特記しない限り100％活性物質として）：a)約2.0～約15.0％の少なくとも1の有害生物防
除剤；b)約0.1～約0.45％の少なくとも1のグラフトコポリマー；c)約0.5～約2.5％の少な
くとも1のポリビニルアルコール（PVA）；d)約20.0～約30.0％の少なくとも1の可塑剤；e
)約0～約0.3％の少なくとも1の保存剤（供給されたまま）；f)約0～約2.0％の少なくとも
1の陰イオン界面活性剤；g)約0～約0.25％の少なくとも1の増粘剤；h)約0～約0.25％の少
なくとも1の湿潤剤；i)約0～約0.3％の少なくとも1の消泡剤（供給されたまま）；j)約0
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～約2.0％の少なくとも1のスリップ剤；k)約0～約5.0％の少なくとも1のポリマーエマル
ジョン（供給されたまま）；およびl)約0～約15.0％の少なくとも1の着色剤（供給された
まま）。
【００２７】
　さらなる態様において、水性有害生物防除製剤は以下のものを含みうる（総製剤の重量
％で特記しない限り100％活性物質として）：a)約4.25％の少なくとも1の有害生物防除剤
；b)約0.35％の少なくとも1のグラフトコポリマー；c)約1.2％の少なくとも1のPVA；d)約
25％の少なくとも1の可塑剤；e)約0.14％の少なくとも1の保存剤（供給されたまま）；f)
約0.40％の少なくとも1の陰イオン界面活性剤；g)約0.14％の少なくとも1の増粘剤；h)約
0.176％の少なくとも1の湿潤剤；i)約0.10％の少なくとも1の消泡剤（供給されたまま）
；j)約0.75％の少なくとも1のスリップ剤；k)約3.0％の少なくとも1のポリマーエマルジ
ョン（供給されたまま）；およびl)約10％の少なくとも1の着色剤（供給されたまま）。
【００２８】
　さらに別の態様において、水性有害生物防除製剤は以下のものを含みうる（総製剤の重
量％で特記しない限り100％活性物質として）：a)約1.0～約12.0％のクロチアニジン；b)
約0.2～約4.0％メタラキシル；c)約0.1～約2.0％メトコナゾール；d)約0.1～約0.45％の
少なくとも1のグラフトコポリマー；e)約0.5～約2.5％の少なくとも1のポリビニルアルコ
ール（PVA）；f)約5.0～約30.0％の少なくとも1の可塑剤；g)約0～約0.3％の少なくとも1
の保存剤（供給されたまま）；h)約0～約2.0％の少なくとも1の陰イオン界面活性剤；i)
約0～約0.25％の少なくとも1の増粘剤；j)約0～約0.25％の少なくとも1の湿潤剤；k)約0
～約0.3％の少なくとも1の消泡剤（供給されたまま）；l)約0～約2.0％の少なくとも1の
スリップ剤；m)約0～約5.0％の少なくとも1のポリマーエマルジョン（供給されたまま）
；およびn）約0～約15.0％の少なくとも1の着色剤（供給されたまま）。
【００２９】
　さらなる態様において、水性有害生物防除製剤は以下のものを含みうる（総製剤の重量
％で特記しない限り100％活性物質として）：a)約3.01％のクロチアニジン工業級（97.5
％活性成分）；b)約0.907％のメタラキシル工業級（97.0％活性成分）；c)約0.454％のメ
トコナゾール工業級（97.0％活性成分）；d)約0.35％の少なくとも1のグラフトコポリマ
ー；e)約1.2％の少なくとも1のPVA；f)約25.0％の少なくとも1の可塑剤；g)約0.14％の少
なくとも1の保存剤（供給されたまま）；h)約0.4％の少なくとも1の陰イオン界面活性剤
；i)約0.14％の少なくとも1の増粘剤；j)約0.176％の少なくとも1の湿潤剤；k)約0.10％
の少なくとも1の消泡剤（供給されたまま）；l)約0.75％の少なくとも1のスリップ剤；m)
約3.0％の少なくとも1のポリマーエマルジョン（供給されたまま）；およびn)約10.0％の
少なくとも1の着色剤（供給されたまま）。
【００３０】
　本発明の態様はすべて、該製剤に望む粘度をもたらすのに充分な量の水を含む。各製剤
のバランス剤は、製剤を100重量％とするための水でありうる。
【００３１】
　最後の態様において、本発明は、以下を含む製剤の製造方法を指向する：増粘剤プレミ
ックスを調製し、メトコナゾールとメタラキシルの混合物を調製し、クロチアニジンスラ
リーを調製し、次いで残りの成分、増粘剤プレミックスおよびメトコナゾールとメタラキ
シルの混合物とクロチアニジンスラリーを混合する。製剤の別の製造方法には以下が含ま
れる：増粘剤プレミックスを調製し、クロチアニジン、メタラキシル、およびメトコナゾ
ールを含むスラリーを調製し、次いで残りの成分および増粘剤プレミックスとクロチアニ
ジン、メタラキシル、およびメトコナゾールスラリーを混合する。
【００３２】
　開示した態様は、本明細書に開示した本発明の概念の単なる典型的態様であり、特記し
ない限り、限定とみなすべきではない。
【００３３】
（発明の詳細な説明）



(7) JP 6370318 B2 2018.8.8

10

20

30

40

50

　本発明は、保存中、安定なままであり、優れた種子コーティングをもたらすすぐ使える
農業用混合物を提供するように製剤化された有害生物防除剤を含む製剤に関する。該種子
コーティングは、有害生物からの保護が改善された種子を提供する。
【００３４】
　本出願人は、本発明のすぐに使える製剤が安定で非植物毒性であることをみいだした。
本発明の製剤は、種子に適用する前に希釈する必要がないのでエンドユーザーに特に好都
合である。
【００３５】
　用語「植物繁殖体」および「種子」は本明細書を通して互換的に用いる。
【００３６】
　用語「供給されたまま」は、製剤成分の重量で示す量が製造業者から消費者に提供され
たまま本発明中に存在することを意味する。これは、100％純粋な成分生成物と対照的で
ある。
【００３７】
　本発明の製剤は、殺虫剤、殺菌剤およびそれらの混合物の濃厚懸濁液を製造するのに用
いられうる。開示した製剤は、「そのまま」用いられるか、他の添加物と混合されるか、
または水で希釈されうる。該製剤は、それ自体で、または他の有害生物防除剤や添加物と
同時に、種子に適用されうる。
【００３８】
　この点で、開示した製剤の種々の成分をより詳細に記載する。
【００３９】
有害生物防除剤
　本発明に従って用いることができる有害生物防除剤には、限定されるものではないが以
下のものを含む殺虫剤が含まれる：ネオニコチノイド系殺虫剤、例えばクロチアニジン（
Sumitomo Chemical Co.から利用可能）、イミダクロプリド、チアメトキサム、アセタミ
プリド、およびチアクロプリド；抗生物質殺虫剤、例えばアバメクチン、エマメクチンベ
ンゾエート、およびスピノシンAおよびB；カルバメート殺虫剤、例えば、ベンジオカルブ
、カルバリル、カルボフラム、ピリミカルブ、イソプロカル、メチオカルブ、チオジカル
ブ；ピレスロイド系殺虫剤、例えばアクリナトリン、デルタメトリン；フェニルピラゾー
ル系殺虫剤、例えばエチプロール、フィプロニル；有機塩素系殺虫剤、例えばエンドスル
ファン；有機リン系殺虫剤、例えばクマホス；ジアミド系殺虫剤、例えばクロラントラニ
リプロール、フルベンジアミド；ベンゾイル尿素殺虫剤、例えばビストリフルロン、クロ
フルアズロン、ジフルベンズロン、フルシクロクスロン、ヘキサフルムロン、ノバルロン
、テフルベンズロン、トリフルムロン；昆虫成長制御剤、例えばブプロフェジン；および
同様のクラスの殺虫剤。
【００４０】
　本発明に従って用いることができる有害生物防除剤には、限定されるものではないが以
下のものを含む殺菌剤が含まれる：抗生物質殺菌剤、例えばアンチマイシンA1；ストロベ
ルリン系殺菌剤、例えばアゾキシストロビン、ジモキシストロビン、フルオキサストロビ
ン、クレソキシム-メチル；カルバメート殺菌剤、例えばベンチアバアリカルブ-イソプロ
ピル、カルベンダジム、ジエトフェンカルブ、イプロバリカルブ、チオファネート-メチ
ル；ジカルボキシミド殺菌剤、例えばカプタホール、カプタン、ファモキサドン、ホルペ
ト、イプロジオン、プロシミドン、ビンクロゾリン；トリアゾール殺菌剤、例えばビテル
タノール、ブロムコナゾール、シプロコナゾール、ジクロブトラゾール、ジフェノコナゾ
ール、ジニコナゾール、エポキシコナゾール、フェンブコナゾール、フルキンコナゾール
、フルトリアホール、ヘキサコナゾール、イミブンコナゾール、イプコナゾール、メトコ
ナゾール（Kureha Corp.から利用可能）、プロチオコナゾール、シメコナゾール、テブコ
ナゾール、トリアジメホン、トリアジメノール、トリチコナゾール；アミド殺菌剤、例え
ばボスカリド、カルボキシン、カルプロパミド、ジシクロメット、エタボキサム、フェン
フラム、フェンヘキサミド、フルスルファミド、フルトラニル、フラメトピル、メプロニ
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ル、オフラセ、オキサジキシル、ピラカルボリド、チフルザミド、チアジニル、ゾキサミ
ド；芳香族殺菌剤、例えば、クロロネブ、クロロタロニル；イミダゾール殺菌剤、例えば
シラゾファミド、フェナミドン、トリアゾキシド；脂肪族窒素殺菌剤、例えばシモキサニ
ル；モルホリン殺菌剤、例えばジメトモルフ；ピリミジン殺菌剤、例えばフェナリモル、
フェリムゾン、メパニピリム、ナウリモル、ピリメタニル；ピロール殺菌剤、例えばフェ
ンピクロニル、フロジオキソニル；ピリジン殺菌剤、例えばフルアジナム、フルオピコリ
ド；ベンズイミダゾール殺菌剤、例えばフベリダゾール、チアベンダゾール；ジチオカル
バメート殺菌剤、例えばマンコゼブ、マネブ、チラム、ジラム；キノリン殺菌剤、例えば
キノキシフェン；芳香族殺菌剤、例えばキントゼン；種々の（未分類）殺菌剤、例えばジ
クロメジン、ジチアノン、ペンシクロン、ピロキロン、トリシラゾール；2-[2-（2,5-ジ
メチルフェノキシメチル）フェニル]-2-メトキシ-N-メチルアセトアミド；芳香族炭化水
素：クロロフェニル殺菌剤、例えばトルクロホス-メチル；フェニルアミド：アシルアラ
ニン殺菌剤、例えばメタラキシル（Nufarm Ltd.またはLG Life Sciences、Ltd.から利用
可能）、メタラキシル-M、ベナラキシル、ベナラキシル-M、およびフララキシル-M；およ
び関連する種類の殺菌剤。
【００４１】
　用語「殺虫剤」および「殺菌剤」は、広範に用いられ、害虫と菌類に対して活性なすべ
ての化合物に及ぶことを意図する。該化合物は広範囲の化合物種に属しうる。本発明に従
って製造する製剤に用いる有害生物防除剤は、1つの製剤の使用により、多くの有害生物
、害虫、および/または菌類を制御するために選んだ殺虫剤と殺菌剤の組み合わせであり
うる。さらに、本発明に従って製造する製剤は、本発明に記載の要求を満たさない補助有
害生物防除剤も該補助有害生物防除剤が当業者によく知られた適合性試験で測定されたと
き該製剤と適合性である限り含みうると理解される。例えば、水溶性有害生物防除剤は、
本発明の対象である主な固体有害生物防除剤の懸濁液に影響を与えずに該製剤に用いる水
担体に溶解することができる。補助有害生物防除剤の別の例は、水不溶性液体または低融
点殺虫剤および/または殺菌剤が固体シェルで被覆されているか、または固体マトリック
ス中に封入され、次いで本発明に記載の製剤に加えられるカプセル化有害生物防除剤であ
る。
【００４２】
　殺虫剤と殺菌剤の混合物を本発明に用いるのが好ましい。混合物は、作物、地理的地域
、有害生物のスペクトルと圧、および有害生物防除剤耐性の蔓延などの多くの要因の影響
を受ける。
【００４３】
　混合物中の現在好ましい有害生物防除剤は、ネオニコチノイド系殺虫剤、例えばクロチ
アニジン；トリアゾール殺菌剤、例えばメトコナゾール；およびフェニルアミド：アシル
アラニン殺菌剤、例えばメタラキシルである。
【００４４】
　先に記載のごとく、メタラキシルを含む安定な水性製剤は、メタラキシルが望ましくな
い結晶を形成するので得るのが難しい。出願人は、本発明の製剤が当該分野で知られたこ
の問題の優れた解決をもたらすことを予期せずみいだした。
【００４５】
ポリビニルアルコール（PVA）
　ポリビニルアルコール（PVA）は水溶性合成ポリマーである。多くの種々のグレードのP
VAが市販されている。利用可能なPVAポリマーのほとんどを本発明に用いることができる
が、好ましいPVAグレードは、「超低」、「低」、および「中」粘度グレードである。そ
れらは通常、4％PVA溶液の粘度により分類される。これらPVAグレードの粘度は、一般的
には、20℃で約2.5cP（センチポイズ）～約32cPである。最も好ましいグレードは、「超
低」および「低」粘度グレードである。
【００４６】
　本発明に含まれるPVAは、重量平均分子量が約12,500g/モル～約125,000g/モルである。
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各グレードのポリマーは、分子量分布を持つ。重量平均分子量は、分子量に、その重量を
有する分子の重量分率をかけ、その分布中のすべての重量を合計し、総重量で割ったもの
と定義する。さらに、PVAポリマーは完全（98～100％）、中等度（90～98％）、または部
分的に（70～90％）加水分解されうる。部分的に加水分解されたPVAポリマーが最も好ま
しい。改質グレードまたは特殊グレードのPVAポリマーを用いることもできる。上記の粘
度範囲のPVAは、粘度と分散力を改善するいくらかのアニオン特性を導入するためにカル
ボキシル化またはスルホン化することができる。実際に、これらのグレードのPVAは、PVA
鎖に付加されたいくつかのカルボキシル基（-CO2X基）またはスルホン酸基（-SO3X基）を
単に有する（XがHまたはアルカリ金属でありうる）。
【００４７】
　好ましい態様において、PVAはSekisui Specialty Chemicals Americaより利用可能なSe
lvol（登録商標）24-203である。
【００４８】
グラフトコポリマー
　グラフトコポリマーは、異なる化学組成を有するポリマー骨格から分岐した1化学組成
のポリマー鎖を有する物質である。本発明に従って用いることができるグラフトコポリマ
ーには、限定されるものではないが、アクリレートポリマー骨格から伸張した別のポリマ
ー鎖、例えばポリエチレングリコールなどのポリエーテル鎖を有する、アクリル酸、メタ
クリル酸、アクリレート、メタクリレート、またはメチルメタクリレートポリマーが含ま
れる。
【００４９】
　好ましい態様において、グラフトコポリマーは、アクリル酸、メタクリル酸、アクリレ
ート、メタクリレート、メチルメタクリレートポリマー骨格と、この骨格から伸張する親
水性ポリエチレングリコール（PEG）分岐を有する櫛状分岐ポリマーである。2次元表示に
おいて、PEG分岐は、アクリレートポリマー骨格（通常、線状）と垂直で櫛の歯に似てお
り、用語「櫛状分岐」をもたらす。本発明で用いる櫛状分岐グラフトコポリマーは、特許
物質であり、その組成や製造に関する詳細は出願人に不明である。
【００５０】
　好ましい態様において、櫛状分岐グラフトコポリマーはTersperse（登録商標）2500（
約35％グラフトコポリマー溶液（Huntsman Corp.））である。
【００５１】
PVA-グラフトコポリマーの組み合わせ
　相乗的PVAとグラフトコポリマーの組み合わせはこれら2つのポリマーの混合物である。
PVA-グラフトコポリマー混合物を用いる多くの利点がある。
【００５２】
　第1に、該ポリマーの組み合わせは製剤に用いる有害生物防除剤をコートし、有害生物
防除剤と種子の間に保護層をもたらす。この保護層は、有害生物防除剤が持つかもしれな
いあらゆる植物毒性を減少させる。
【００５３】
　第2に、本発明の製剤に用いる水溶性ポリマー物質は、有害生物防除剤の種子への緩や
かな取り込みと移行をもたらす。従来技術の製剤は、典型的には、有害生物防除剤の種子
への取り込みと移行を増強するための成分を用いた。しかしながら、急速な取り込みは、
界面活性剤や有害生物防除剤が持つかもしれないあらゆる毒性を増幅させて発芽の減少を
生じうる。
【００５４】
　さらに、PVA-グラフトコポリマーの組み合わせは、きわめて水溶性で種子に対して安全
である。本発明の製剤により形成されたフィルムでコートされた種子は、土壌の水分によ
り容易に再水和することができる。該フィルムは、種子への水の輸送の制限要因として機
能しない。種子の正常親脂性層は保存され、種子による水分取り込みの調節機能は保持さ
れる。したがって、良好な種子発芽とコーティングの付着が維持される。
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【００５５】
　さらに、PVA-グラフトコポリマーの組み合わせは、多くの市販ポリマーエマルジョンに
用いる分散剤系と適合性である。この適合性は、安定性を損なうことなく製造時点での種
子処理製剤へのポリマーエマルジョンの直接組み込みを可能にする。
【００５６】
可塑剤
　本明細書で用いている用語「可塑剤」は、取扱いおよび植栽装置中の種子の流れを損な
いうる粘着性を必要とせずに、該製剤により生成されるフィルムを改質し、速やかな乾燥
を可能にし、より大きな水分感受性をもたらすために用いる物質を表す。
【００５７】
　本発明に用いることができる液体可塑剤は、一般的には、アルキル基の長さが2～6炭素
である低分子量アルキルグリコールまたはポリオール（ジオールまたはトリオール）であ
る。好ましい液体可塑剤には、プロピレングリコールおよびヘキシレングリコールが含ま
れる。
【００５８】
　固体可塑剤は液体可塑剤と組み合わせて用いることもできる。適切な固体可塑剤の具体
例には、限定されるものではないが、トリメチロールプロパン、ソルビトール、尿素、ま
たはそのあらゆる組み合わせが含まれる。本発明では液体可塑剤と固体可塑剤の混合物を
含むことが好ましい。そのような混合物には、プロピレングリコール、ヘキシレングリコ
ール、尿素、およびトリメチロールプロパンが含まれうる。
【００５９】
ポリマーエマルジョン
　付着の要求が高いかまたは高度な被覆が望ましい場合は、ポリビニルアセテートおよび
/またはエチレンビニルアセテートコポリマーに基づくポリマーエマルジョン（またはラ
テックス）を、付着と種子の外観を改善するために加えることができる。
【００６０】
　本発明の製剤の利点は、該製剤が「包括（的）」であることであり、すなわち、ポリマ
ーエマルジョンを適用部位に加える代わりに製剤の製造時点で加えることができる。した
がって、パッケージの安定性が損なわれず、種子の水分取り込みに悪影響がない。
【００６１】
　本発明の製剤に用いることができるポリマーエマルジョンは、PVAにより安定化され、
したがってPVA適合性である。ポリマーエマルジョンは、粘度やゲル化の望ましくない増
加をもたらしうる「分散剤ショック」を起こさずに製剤に加えることができる。さらに、
製剤懸濁液およびポリマーエマルジョンまたはラテックス用の安定化剤は同様なので、一
緒に混合する際にラテックス粒子や有害生物防除剤粒子から分散剤がはがれない。その結
果、安定な低粘度の混合物が得られる。この混合物は、さらなる成分を必要とせずに種子
上に有害生物防除剤とポリマーを付着させることができる。
【００６２】
　さらに、ポリマーエマルジョンは、種子を取り囲む望ましくない水分バリアの形成を防
ぐのに有用でありうる。通常、充分量のPVAを含むラテックス分散物のフィルムを水に再
分散することができる。しかしながら、LMW界面活性剤が種子処理製剤中に存在すると、
該ラテックス、ポリマーエマルジョン、または有害生物防除剤粒子を包み込むのに利用可
能なPVAの量に応じて、そのミセルはPVAを吸着する。したがって、水分バリアとして役立
つ永続的非再分散性フィルムを形成することができる。PVAグラフトポリマーの組み合わ
せはラテックス粒子の周りに保護層を形成する。次に、この保護層は、このフィルムの形
成を阻害するか、またはそれを再分散性にする膜を形成することができる。したがって、
永続的水分バリアは形成されない。したがって、本発明の製剤は、従来技術の製剤にみら
れる分散安定性と種子発芽に対するLMW界面活性剤の有害作用をなくすか軽減することが
できる。
【００６３】
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　好ましい態様において、Dur-O-Set（登録商標）E-200（Celanese Ltd.）ポリマーエマ
ルジョンを用いることができる。
【００６４】
湿潤剤および他の添加剤
　本発明のある態様において、該製剤は湿潤剤を含む。ほとんどの市販の湿潤剤を本発明
のために用いることができる。
【００６５】
　湿潤剤の濃度は良好な湿潤とフィルムの形成をもたらすのに必要な最小限の濃度である
べきである。適切な湿潤剤が加えられるとき、該製剤は湿潤され、良好なフィルムを形成
するだろう。通常、適切な湿潤剤は総製剤重量の0.2％またはそれ以下で機能する。
【００６６】
　好ましい態様において、該湿潤剤はHuntsman Corporation製造のTersperse（登録商標
）4894（固体約88％）である。
【００６７】
　別の態様において、本発明の製剤は、パッケージおよび取扱い特性を改善するために同
様の製剤に用いる典型的な添加剤を含む。
【００６８】
　好ましい添加剤には以下のものが含まれる：
　有機増粘剤、例えばKelzan（登録商標）CC（キサンタンガム）（CP Kelco製造）；
　スリップ、抗ブロッキング剤、例えばMichem（登録商標）Lube 156PまたはMichem（登
録商標）Lube 156PFP（ワックスエマルジョン）（Michelman Inc.から利用可能）；
　消泡剤、例えばSurfynol（登録商標）104PG （プロピレングリコール中の50％テトラメ
チル-5-デシン-4,7-ジオール溶液）（Air Products and Chemicals, Inc.製造）；
　保存剤、例えばKathon（登録商標）CG/ICP （水中5-クロロ-2-メチル-4-イソチアゾリ
ン-3-オンおよび2-メチル-4-イソチアゾリン-3-オン溶液）（Rohm and Haas Companyから
利用可能）；および
　陰イオン界面活性剤、例えばStepanol（登録商標）WA-Extra（ラウリル硫酸ナトリウム
）（Stepanから利用可能）。
【００６９】
　また、有害生物防除剤でコートした種子に印をつけるため、着色剤を開示した製剤に加
えることができる。好ましい態様において、着色剤Sunsperse（登録商標）Red 48：2（Su
n Chemical）を用いる。
【００７０】
　さらに、本発明は、該製剤を種子に適用する方法に関する。種子処理適用技術は当業者
によく知られており、本発明の文脈において容易に用いることができる。本発明の組成物
は、スラリーまたはソークとして適用することができる。フィルムコーティングおよびカ
プセル化も用いることができる。コーティングプロセスは当該分野でよく知られており、
フィルムコーティング、カプセル化、浸漬などの技術を用いる。本発明の組成物の適用方
法は多様であり、本発明は当業者が用いるあらゆる技術を含むことを意図する。
【００７１】
　さらに、本発明は、有効量の本発明の製剤を種子に適用することを含む有害生物から種
子を保護する方法に関する。
【００７２】
　該製剤の用語「有効量」は、望む効果をもたらすのに充分な該製剤の量を意味する。一
般的には、該製剤は、種子の発生を阻害せず、種子に植物毒性的損傷を与えない量で用い
る。該製剤の量は特定の作物および他の要因に応じて変化しうる。該製剤の必要量の決定
は十分に当該分野の通常技術内である。
【００７３】
　2つの最も一般的適用方法は、スラリー処理と直接処理である。特殊な種子処理装置が
これらの各方法に利用可能である。直接トリーターは、該製剤を希釈せずに種子上に直接
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希釈スラリーを計器を介して供給する。
【００７４】
　本明細書で用いている、量、重量パーセンテージなどに関するすべての数値は、各特定
の値±10％を「約（aboutまたはapproximately）」と定義する。例えば、用語「少なくと
も5.0重量％」は「少なくとも4.5％～5.5重量％」と理解すべきである。したがって、ク
レームした値の10％以内の量がクレームの範囲に含まれる。
【００７５】
　下記実施例は本発明を例示し、本発明の製造および使用方法を当業者に開示することを
意図するものであり、何ら限定を意図するものではない。
（実施例）
【実施例１】
【００７６】
種子処理製剤の製造
　種子処理用製剤を、下記表1に記載の最終生成物の重量パーセントおよびポンド/ガロン
の量で下記方法を用いて製造した。
【表１】

【００７７】
Kelzan（登録商標）CCプレミックスの調製
　最初に、1.5％Kelzan（登録商標）CCプレミックスを、高剪断ミキサーを備えた小ミキ
シングタンクに脱イオン水とKathon（登録商標）CG/ICPを加えて調製した。該ミキサーを
3000rpmで操作しながらKelzan（登録商標）CCを加え、少なくとも1時間混合して確実に、
Kelzan（登録商標）CCを適切に分散および水和した。加えた各成分の量を下記表2に示す
。
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【表２】

【００７８】
メタラキシル/メトコナゾール溶液の調製
　次に、メタラキシルおよびメトコナゾールの溶液を調製した。プロピレングリコールと
ヘキシレングリコールをミキサーを備えたミキシングタンクに加えた。渦巻きを維持する
のに充分な速度で混合しながら、メタラキシルとメトコナゾールを加えた。該溶液を透明
で均質になるまで混合した。所望により、該溶液を40℃に加熱して溶解速度を加速するこ
とができるが、溶液の温度は50℃を超えるべきではない。加える各成分の量を下記表3に
示す。
【表３】

【００７９】
クロチアニジンスラリーの調製
　クロチアニジンスラリーを調製した。脱イオン水を高剪断ミキサーを備えたミキシング
タンクに加えた。渦巻きを維持する速度で混合しながら、Tersperse（登録商標）2500、T
ersperse（登録商標）4894、およびSurfynol（登録商標）104PG-50を加えた。混合物を10
分間または均質になるまで混合した。次に、Kelzan（登録商標）プレミックスの一部を加
え、20分間または均質になるまで混合した。次に、クロチアニジンを徐々に加えながら混
合速度を増して高剪断および渦巻きにした。遅い速度でクロチアニジンを加えて表面に粉
末が蓄積しないようにした。該スラリーをさらに20分間またはクロチアニジンが完全に分
散するまで混合した。所望により、該スラリーを分散プロセスを促進するためインライン
高速ミキサーを介して再循環することができる。各成分の量を下記表4に示す。
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【表４】

【００８０】
　次に、クロチアニジンスラリーを0.8～1.0mmセラミック媒体を備えた小媒体ミルで引い
て目標粒径中央値とした。例えば、ケイ酸または酸化ジルコニウムを用いることができる
。あらゆる等価な小媒体ミルを用いて望む粒径を得ることができる。
【００８１】
最終生成物の製造
　最後に最終生成物を製造した。脱イオン水を高剪断ミキサーを備えた主混合タンクに加
えた。渦巻きを維持する速度に設定しながらSelvol（登録商標）24-203を加え、均質にな
るまでまたは15分間混合した。PVAが沈殿するのを避けるためにSelvol（登録商標）24-20
3を完全に希釈した。混合しながら、Tersperse（登録商標）2500、Tersperse（登録商標
）4893、およびSurfynol（登録商標）104PG-50をタンクに加えた。次に、Michem（登録商
標）Lube 156PおよびDur-O-Set（登録商標）E-200をタンクに加えた。
【００８２】
　次に、混合速度を増して高剪断および渦巻きにした。クロチアニジンスラリーを少なく
とも15分間かけて徐々にタンクに加えた。次に、メタラキシルとメトコナゾールの溶液を
徐々にタンクに加えた。混合物を高剪断で少なくとも15分間攪拌した。
【００８３】
　ミキサーを低剪断および渦巻きで操作しながら、Stepanol（登録商標）WA-ExtraとSuns
perse（登録商標）Red 48：2を加えた。次に、混合物を30分間または均質になるまで混合
した。最後に、Kelzan（登録商標）CCプレミックスを加え、製剤が均質になるまで混合し
た。必要に応じ、さらに水を加え粘度を調整しうる。加えた各成分の量を下記表5に示す
。
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【表５】

【実施例２】
【００８４】
種子処理製剤の製造
　種子処理用製剤を、下記表6に記載の最終生成物の重量パーセントおよびポンド/ガロン
の量で下記手順にて製造した。

【表６】

【００８５】
Kelzan（登録商標）CCプレミックスの調製
　最初に、1.5％Kelzan（登録商標）CCプレミックスを、脱イオン水およびKathon（登録
商標）CG/ICPを高剪断ミキサーを備えた小ミキシングタンクに加えて調製した。ミキサー
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を3000rpmで操作しながらKelzan（登録商標）CCを加え、少なくとも1時間混合して確実に
、Kelzan（登録商標）CCを適切に分散および水和した。加えた各成分の量を下記表7に示
す。
【表７】

【００８６】
クロチアニジン/メタラキシル/メトコナゾールスラリーの調製
　3活性成分のスラリーを調製した。脱イオン水を高剪断ミキサーを備えたミキシングタ
ンクに加えた。渦巻きを維持する速度で混合しながら、Tersperse（登録商標）2500、Ter
sperse（登録商標）4894、Dow Corning FG-10 Antifoam、およびSurfynol（登録商標）10
4PG-50を加えた。混合物を10分間または均質になるまで混合した。次に、Kelzan（登録商
標）プレミックスの一部を加え、20分間または均質になるまで混合した。次に、クロチア
ニジン、メタラキシル、およびメトコナゾールを徐々に加えながらミキサーの速度を増し
高剪断および渦巻きにした。固体物質を低速で加えて表面の粉末の蓄積を避けた。スラリ
ーをさらに20分間または固体活性成分が完全に分散するまで混合した。所望により、スラ
リーを分散プロセスを促進するためインライン高速ミキサーを介して再循環することがで
きる。加えた各成分の量を下記表8に示す。

【表８】

【００８７】
　次に、スラリーを0.8～1.0mmセラミック媒体を備えた小媒体ミルで引いて目標粒径中央
値とした。例えば、ケイ酸または酸化ジルコニウムを用いることができる。あらゆる等価
な小媒体ミルを用いて望む粒径を得ることができる。
【００８８】
最終生成物の製造
　最後に最終生成物を製造した。脱イオン水を高剪断ミキサーを備えた主混合タンクに加
えた。渦巻きを維持する速度に設定しながらSelvol（登録商標）24-203を加え、均質にな
るまでまたは15分間混合した。PVAが沈殿するのを避けるためにSelvol（登録商標）24-20
3を完全に希釈した。混合しながら、プロピレングリコール、ヘキシレングリコール、ト
リメチロールプロパン、尿素、および残りのTersperse（登録商標）2500、Tersperse（登
録商標）4894、およびSurfynol（登録商標）104PG-50をタンクに加えた。次に、Michem（
登録商標）Lube 156PおよびDur-O-Set（登録商標）E-200をタンクに加えた。
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　次に、混合速度を増して高剪断および渦巻きにした。クロチアニジン/メタラキシル/メ
トコナゾールスラリーを少なくとも15分間かけて徐々にタンクに加えた。混合物を高剪断
で少なくとも15分間攪拌した。
【００９０】
　ミキサーを低剪断および渦巻きで操作しながら、Sunsperse（登録商標）Red 48：2を加
えた。次に、混合物を30分間または均質になるまで混合した。最後に、残りのKelzan（登
録商標）CCプレミックスを加え、製剤が均質になるまで混合した。必要に応じ、さらに水
を加え粘度を調整しうる。加えた各成分の量を下記表9に示す。
【表９】

【実施例３】
【００９１】
種子処理製剤の製造
　種子処理用製剤を、下記表10に記載の最終生成物の重量パーセントおよびポンド/ガロ
ンの量で下記手順にて製造した。
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【００９２】
Selvol（登録商標）203 20％溶液の調製
　最初に、20％Selvol（登録商標）203水性溶液を調製した。脱イオン水を、内容物を少
なくとも100℃に加熱することができる小ミキシングタンクに加えた。渦巻きを維持する
速度で混合しながら、固体Selvol（登録商標）203をタンクに加えた。次に、混合物をSel
vol（登録商標）203が完全に溶解するまで連続混合下で90℃以上に加熱した。混合物を周
囲温度に冷却した。加える各成分の量を下記表11に示す。
【表１１】

【００９３】
Kelzan（登録商標）CCプレミックスの調製
　次に、1.5％Kelzan（登録商標）CCプレミックスを、脱イオン水およびKathon（登録商
標）CG/ICPを高剪断ミキサーを備えた小ミキシングタンクに加えて調製した。ミキサーを
3000rpmで操作しながらKelzan（登録商標）CCを加え、少なくとも1時間混合して確実に、
Kelzan（登録商標）CCを適切に分散および水和した。加えた各成分の量を下記表12に示す
。
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【表１２】

【００９４】
クロチアニジン/メタラキシル/メトコナゾールスラリーの製造
　3活性成分のスラリーを調製した。脱イオン水を高剪断ミキサーを備えたミキシングタ
ンクに加えた。渦巻きを維持する速度で混合しながら、Tersperse（登録商標）2500、Ter
sperse（登録商標）4894、およびSurfynol（登録商標）104PG-50を加えた。混合物を10分
間または均質になるまで混合した。次に、Kelzan（登録商標）プレミックスの一部を加え
、20分間または均質になるまで混合した。次に、クロチアニジン、メタラキシル、および
メトコナゾールを徐々に加えながらミキサーの速度を増し高剪断および渦巻きにした。固
体物質を低速で加えて表面の粉末の蓄積を避けた。スラリーをさらに20分間または固体活
性成分が完全に分散するまで混合した。所望により、スラリーを分散プロセスを促進する
ためインライン高速ミキサーを介して再循環することができる。加えた各成分の量を下記
表13に示す。

【表１３】

【００９５】
　次に、スラリーを0.8～1.0mmセラミック媒体を備えた小媒体ミルで引いて目標粒径中央
値とした。例えば、ケイ酸または酸化ジルコニウムを用いることができる。あらゆる等価
な小媒体ミルを用いて望む粒径を得ることができる。
【００９６】
最終生成物の製造
　最後に最終生成物を製造した。脱イオン水を高剪断ミキサーを備えた主混合タンクに加
えた。渦巻きを維持する速度に設定しながら20％Selvol（登録商標）203溶液を加え、均
質になるまでまたは15分間混合した。PVAが沈殿するのを避けるためにSelvol（登録商標
）203溶液を完全に希釈した。混合しながら、プロピレングリコール、トリメチロールプ
ロパン、尿素、およびTersperse（登録商標）2500、Tersperse（登録商標）4894、および
Surfynol（登録商標）104PG-50の残りをタンクに加えた。次に、Michem（登録商標）Lube
 156PおよびDur-O-Set（登録商標）E-200をタンクに加えた。
【００９７】
　次に、混合速度を増して高剪断および渦巻きにした。クロチアニジン/メタラキシル/メ
トコナゾールスラリーを少なくとも15分間かけて徐々にタンクに加えた。混合物を高剪断
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で少なくとも15分間攪拌した。
【００９８】
　ミキサーを低剪断および渦巻きで操作しながら、Kelzan（登録商標）CCプレミックスの
残りを加え、製剤が均質になるまで混合した。必要に応じ、さらに水を加え粘度を調整し
うる。加えた各成分の量を下記表14に示す。
【表１４】

【実施例４】
【００９９】
種子処理製剤の製造
　種子処理用製剤を、下記表15に記載の最終生成物の重量パーセントおよびポンド/ガロ
ンの量で下記手順にて製造した。
【表１５】

【０１００】
Selvol（登録商標）203 20％溶液の調製
　最初に、20％Selvol（登録商標）203水性溶液を調製した。脱イオン水を、内容物を少
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なくとも100℃に加熱することができる小ミキシングタンクに加えた。渦巻きを維持する
速度で混合しながら、固体Selvol（登録商標）203をタンクに加えた。次に、混合物をSel
vol（登録商標）203が完全に溶解するまで連続混合下で90℃以上に加熱した。混合物を周
囲温度に冷却した。加える各成分の量を下記表16に示す。
【表１６】

【０１０１】
Kelzan（登録商標）CCプレミックスの調製
　次に、1.5％Kelzan（登録商標）CCプレミックスを、脱イオン水およびKathon（登録商
標）CG/ICPを高剪断ミキサーを備えた小ミキシングタンクに加えて調製した。ミキサーを
3000rpmで操作しながらKelzan（登録商標）CCを加え、少なくとも1時間混合して確実にKe
lzan（登録商標）CCを適切に分散および水和した。加えた各成分の量を下記表17に示す。

【表１７】

【０１０２】
メタラキシル/メトコナゾール溶液の調製
　メタラキシルとメトコナゾールの溶液を調製した。プロピレングリコールとヘキシレン
グリコールをミキサーを備えたミキシングタンクに加えた。渦巻きを維持するのに充分な
速度で混合しながら、メタラキシルとメトコナゾールを加えた。溶液を透明で均質になる
まで混合した。所望により、該溶液を40℃に加熱して溶解速度を加速することができるが
、溶液の温度は50℃を超えるべきではない。加える各成分の量を下記表18に示す。
【表１８】

【０１０３】
クロチアニジンスラリーの調製
　クロチアニジンスラリーを調製した。脱イオン水を高剪断ミキサーを備えたミキシング
タンクに加えた。渦巻きを維持する速度で混合しながら、Tersperse（登録商標）2500、T
ersperse（登録商標）4894、およびSurfynol（登録商標）104PG-50を加えた。混合物を10
分間または均質になるまで混合した。次に、Kelzan（登録商標）プレミックスの一部を加
え、20分間または均質になるまで混合した。次に、クロチアニジンを徐々に加えながらミ
キサーの速度を増し高剪断および渦巻きにした。固体物質を低速で加えて表面の粉末の蓄
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積を避けた。スラリーをさらに20分間または固体活性成分が完全に分散するまで混合した
。所望により、スラリーを分散プロセスを促進するためインライン高速ミキサーを介して
再循環することができる。加えた各成分の量を下記表19に示す。
【表１９】

【０１０４】
　次に、スラリーを0.8～1.0mmセラミック媒体を備えた小媒体ミルで引いて目標粒径中央
値とした。例えば、ケイ酸または酸化ジルコニウムを用いることができる。あらゆる等価
な小媒体ミルを用いて望む粒径を得ることができる。
【０１０５】
最終生成物の製造
　最後に最終生成物を製造した。脱イオン水を高剪断ミキサーを備えた主混合タンクに加
えた。渦巻きを維持する速度に設定しながら20％Selvol（登録商標）203溶液を加え、均
質になるまでまたは15分間混合した。PVAが沈殿するのを避けるためにSelvol（登録商標
）203溶液を完全に希釈した。混合しながら、Tersperse（登録商標）2500、Tersperse（
登録商標）4894、およびSurfynol（登録商標）104PG-50をタンクに加えた。次に、Michem
（登録商標）Lube 156Pをタンクに加えた。
【０１０６】
　次に、混合速度を増して高剪断および渦巻きにした。クロチアニジンスラリーを少なく
とも15分間かけて徐々にタンクに加えた。次に、メタラキシルとメトコナゾールの溶液を
徐々にタンクに加えた。混合物を高剪断で少なくとも15分間攪拌した。
【０１０７】
　次に、Sunsperse（登録商標）Red 48：2を加えた。最後にKelzan（登録商標）CCプレミ
ックスの残りを加え、製剤が均質になるまで混合した。必要に応じ、さらに水を加え粘度
を調整しうる。加えた各成分の量を下記表20に示す。
【表２０】

【実施例５】
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【０１０８】
　本発明の製剤について種子安全性および有効性試験を行った。本発明の製剤は、優れた
種子安全性ならびに種子と苗の病気および害虫に対する有効な保護をもたらした。さらに
、該種子処理は、処理した種子からの活性成分と不活性成分のダストオフを減少させた。
効率を、無処理種子および種子産業でよく知られた市販種子処理と比較した。
【０１０９】
種子安全性
　種子産業で用いる標準的方法論を用いる処理小麦種子の冷、温、および寒発芽試験を、
本発明の製剤が種子に安全であることを確認するために行った。発芽を、処理後6カ月に
測定した。結果を下記表21に示す。3試験の結果は、実施例2の製剤が発芽を減少させず、
無処理種子と等しい発芽値をもたらすことを示した。
【表２１】

【０１１０】
　同じ種子処理で処理した小麦および大麦種子を処理後3年間貯蔵した。温発芽試験は、
実施例2の製剤が3年間の貯蔵で種子に安全であり、無処理種子と同様であったことを示し
た。発芽試験に悪影響はみられなかった。

【表２２】

【０１１１】
種子/苗の病気に対する効果
試験1
　Fusarium pseudograminearumに対する実施例2の製剤の圃場成績と苗の保護を評価する
ために行った圃場試験において、該病原体の接種源を植え付け時に小麦種子と共に畝内に
配置した。無処理種子は、苗立ち（stand establishment）、苗の活力（高さと植物の健
康評価）、および収量における該病気の影響を評価するために接種したものとしないもの
両方を植えた。本試験は、実施例2の製剤が無処理接種処理より有意な苗立ち（seedling 
stand）改善をもたらし、2通りの割合で適用した該製剤は、無処理無接種処理と等しい苗
立ちをもたらすことを示した。実施例2の製剤の植物の高さと活力評価も、無処理接種処
理より有意によく、無処理無接種処理と同等であった。該処理の最終収量評価は、Fusari
um pseudograminearumの防除において実施例2の製剤が無処理接種処理より11.4～11.7Bu/
Aの増加を示し、殺菌剤保護効果を証明した。
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【表２３】

【０１１２】
試験2
　実施例2の製剤は、圃場試験において病原体Ustilago nudaにより生じた大麦裸黒穂病に
対する優れた活性をもたらした。処理により苗立ちに有意差はみられなかった。該試験か
ら得られた収量データは、実施例2の製剤が無処理大麦より数値で3.16～5.33Bu/A増加さ
せることを示した。

【表２４】

【０１１３】
種子/苗害虫に対する効果
　圃場の土壌中に住み着いたハリガネムシ（wireworm）は種子と発芽種子を食べて植物の
損傷をもたらし、作物の圃場苗立ちの損失をもたらす。ハリガネムシポピュレーションが
圃場に確認された実施した春小麦試験において、無処理小麦苗立ちは、すべての殺菌剤、
殺虫剤、または殺菌剤と殺虫剤の併用処理より有意に劣っていた。メタラキシルまたはメ
トコナゾールで種子を処理すると、1植物/0.25m2が有意に増えた。クロチアニジン単独処
理は無処理より2.7植物多かった。試験した2つの割合の実施例2の製剤は、評価したすべ
ての処理の最良の苗立ちをもたらし、無処理より有意な5.2植物増加を示し、個々の殺菌
剤またはクロチアニジン単独より著しく良かった。

【表２５】

【０１１４】
処理種子由来の活性成分/不活性成分のダストオフの減少
　処理した種子における粉塵保持の測定は、Heubach Dustmeterを用いて行う。そのよう
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ての製剤の評価を可能にする。実施例2の製剤の粉塵値は無処理種子と等しいかそれ以下
であった。
【表２６】

【０１１５】
収量成績試験
　下記表は、冬小麦試験における収量成績を示す。アブラムシを圃場試験の有害生物とし
て注目した。実施例1の製剤は、有害生物を有効に防除することにより収量増加をもたら
した。

【表２７】
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